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一　　合　計　15 　　一T5 17 5 29 12 5
△この星の中，RW　Aur・は急激な攣り方をナる特異な攣光星で，普遇の分類のどの型
にも入らない星・RV　Cnc，　sU　UM噌ま共i・こSS　Cyg・型に罵するらし）・星で7上の三
星は皆攣光星の研究上重要な星である・光が十一，十二等級と）・ふ淡さなので，一一su
の人にはむつかしいが10糎級の望遽境の使用者は是非襯測してほしv・・
△4月．號208頁に書v・た極大近v・攣光星巾報告のあったのは，上表の如く，SCMiが
4個・RHy：｝が6個・RLMiが5個，　R　Virが2個と）・ふ甚だ貧弱な数である，此
の號の現れる頃にはもう極大のすぎたものもあるだらうが，襯測ぜられたものは握り
つぶさずに是非報告していただきたい．
△今後，報告を受けた観測中の大多敷は花山天交豪のブレテンに載せる事となった・
△花山ブレテン第276號に金森丁壽氏のαCag．のすぐれた襯測が登表された，yCep型
槻測者は此の様々な根氣のよ）・観測をする必要がある・（以上）
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遊星面高報告
　遊星面課員の新設望遽鏡　　當課幹事木邊君は今回新望遠鏡を据付けた・詳細は別
稿の通．りだが，要約すれば，30cm』反射赤道儀，脚下時計付きのものである・鏡は
暫く26・皿使用・Fは230・mで，90×，150×，190×，250×，400×・450×，600×
を使用される．アイビ1スは，ケルナ1及オルソで，バτ朗レンズで旗大して400
×，600×を得る様になって居る・光學部は自作，器械部分は西村製，今後花山クッ
ク31c皿や，32．5cm反射，倉敷31．5Cm等と相待って種々の槻測に使用の筈・
　概況4月上旬は天候は一寸よかったが，中下旬は駄目，然し今木星の槻測には非常
に位置が好三門にある・10三級でも面白く見えるし，15Cm級の方は絶好の機會である
故奮起を待って居る・
　金星　曉で，見易）・が，案外何も見えないのと，朝と云ふ悪條件で成績がとぎれて
居る・沓掛氏が4月18，20日・木邊君が3月28日，4月2H，3日，7日に見て居るのみ，
どれも攣化は見て居な）・・見甲斐がなくとも，もっと見て欲しい・
　木星　國際天文同盟サ1キユラ1第貯2號により，ドイツのアマチュアiKutscher氏
が木星の表面に著しい斑黒占を引見しポツダムにてその斑黒占を80emの望遠鏡で槻測
された様子が報ぜられた・昨年土星の白斑事件で可なり世の注目を引いたので，其後
ポツダムで観測されたるthneより推算し，宮本，木骨雨君の襯測では特に目立つた
程のものは見られて居な）・・1ケ月以上も経て居るのだから，攣化の早い木星面の事だ
から淡れてしまったのかも知れない・
　猫ほ宮本君の言として，急報された・L南赤道帯の攣動に富んで居る「（花山急報85號）
云々は，3月中旬頃，大赤斑の西側30。位の所で，緯度は大町，大赤斑の南端位より少
し南位の所にボ1ルの様な目立つた黒占を認めたが，大赤斑の方が，ぐんぐん進んで
3月下旬（25日頃）には丁度之の南端と衝突？して，大赤斑に潤して相野強）・ヂイス
タ1バスンスを與へたのがよく目に付いた祥子で，其後今では大赤斑より絵程遅れて
しまって居るとの事である．叉大赤斑直後の帯の割れた所も，叉急報に記載された，
白斑も随分短時日に攣化して居る．叉木遊君が薪望遠鏡の階下の時に見た相當明瞭な
白斑もありして，兎角南赤道帯は攣化が甚だしい．朔北赤道箒は黒く細く，赤道の白
帯は此の頃丸は積暗く，）・つも南北爾赤道暗階の問には連壁する位の淡）’模様が出來
て居り，細かい帯も見える事が多い・又白斑は白虹中にも相當目立ってある様で注忘
すべき黒占が多）・・今木星を見て居るのは宮本君を主に木邊君がスケッチを取って居る
位で，観測の出來てない日が多）・ので，結果を恥ぢずにスケッチを受けたV・・御不審
黙のは課の方で出來る限り御答へする故御奮起を望む・（幹事記）
